
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

60 動　物　学　雑　誌 第 71　巻 。第 　1・2 号

換 をす る よ う に 思 わ れ る 。

トノサ マ ガ エ ル とダル マ ガ エ ル 間の もどし雑種 の 繁殖能 力　1

　　　　　　　　 守屋 　勝太 （岡山大 ・ 教育）

　 日本庠 ｝・ノ サ マ ガ エ Pt・・群 に は典 型 的 な トノ サ マ ガ エ ル 〈トノ サ マ 種族） とダ ル マ ガ エ ル （ダ ル マ 種族）との

外 に 両者 の 中間型 の 亀の （中聞種 族 ）な どが い る 。 中間型の もの は前記 2種族 の 自然交雑 に 由来する もの と

考 え られ る 。 し か し ！ヅ サ マ と ダ ル マ との 正 逆雑種 の F
且 で ． 雌 は繁殖能力 を有す るが ， 雄 は ほ とん ど完全

iC近 い 繁殖不能 で あ る。 し たが っ て F， の 雌雄 よ り子 孫 を得 る こ とは む つ か し い 。 こ の 繁殖能力 の あ る F
，

雌 に ダ ル マ 雄 を もど し 交配 し て 得 られ た R ， の 雄数匹 に つ い て その 繁殖能力を 調 ぺ た 。 こ れ ら R エ 雄 の 云 す

受精率 は純粋 種難 に 比 べ て 劣 る 傾向はあ るが ， い つ れ もか な りの 受精能力を有 して い た 。 そ の 精巣 に は F1

雄 の くD．に 比 べ て は る か に 多 くの 精子が形成 され て お り， しか もそ の 大多数は正常 の もの で あ っ た 。 こ れ に

よ っ て トノ ヲ マ と ダ み マ との 闘 で は ， 少な くと も Fl 雌 と ダ ル マ 雄 との もど し交配 に よ る限 り， 雄 に も繁殖

能力 の む る もの が で き る可 能性 が あ る と言 え る 。

　　　 フ ナ と コ イの 雑種 の雌 とフ ナの 雄との 逆交配 にお ける諸現 象
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　 フ ナ ご コ イ は 属 を異に す る が ， 容易 に 雑種 が 得 られ る。環 の 雄 は完全 な不妊 で ，そ の 諸形質は 両親 の 丁

度中間 と な る c 姓 の 生 殖 紐 胞 の DNA は 特 に 量的 に 少い の が特徴 で あ る 。
　F

ユ の 雌 ICit妊性があ り， 受精可

能 な即 を産む。Fl の 雌 に フ ナ の 雄 を逆交配す る と ， 発生は正常 に 進 み ． 正 常な逆交配雑毬 （FRI ）を得 る 。

FR 且 の 形 質 は 大 体 正1 よ リ フ ナ の 形 質 に 近 づ く。 肝絋砲 に お iサ る DNA 量 を フ ナ ，
コ イ，　Fl 及 び FR

， に っ

い て 調 べ る と・ 量的 に FR
三 が最 竜多 く・ 次 で フ ナ，　 Fb コ イ の 順 と な る。　FL の DNA が フ ナ 及 び コ イ の 中

聞 で あ る の は 当然 だ が ，FRL の DNA 炉非常 に 多 い こ と は興昧があ る 。
　FR1 の 染色体数 ， 妊性 及 び DNA

量 が特 に 多い 原函 に つ い て は ロ
ー
ド研完中 で あ る。

キイ ロ シ ョ ウジ ョ ウバ エ 磨砕物 の経 口 的投与 に よる ▼ bw
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　　　　　　 幼 虫 の 脂肪体顆粒の 出現 頻度の 変化 と眼色

　　　　　　　　　　八 木 　静夫 縦
．
島大 ・学芸 ・生）

　無色浪 丶
・bw ，　cnbw ，　sLbw 　の 謬驚ヵ体1輛 ≡1に 蜻殻形成直鳶Uに 出現ナ る顆粒 の 出現頻度 は， す で に 報缶 し た
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・t と同様 に …牙生彗三よ 1｝低 く・ 中位 の 篋 を示 す ， こ O ・ b … ，cnby
’
，
　 s・bw 幼虫に 野 生VSI・Or ・g。 ・

，
・亡b・，

，

cllbw ，、
・bw 轜 の 磨群物 を夫 々 経 口 的 に 与 え た 。

・ bw 覇虫 に Orcg ・ n
，　 stb ・

’
C ・ bw を与 え る とそ の 顆 粒 の 出現頻度は 増加 し

， 野 生 型の そ れ に 近ず く．こ

の 顆粒 O 碧加 と眼 り 着色 との 問 rこ は強 い 正 の 相関 が み られ た 。 cnbw 幼虫 で は Oregon、　stbw 蠣 を 与 え る と

vbw で つ 憂築 と同様な関係が顆粒 と眼色 の 聞 で み られ た 。　stbw 幼虫で は Oregon を与 え た もの で 顆粒 の 増

加 が み られ た ガ ， 眼の 着色 に はな ん らの 影響も与 えなか っ た o

　次 に ，野 生 型 Oregon に つ い て ，、 bw，　cnbw 幼虫 の 顆粒 を増加 させ る物質 の 発生選程 に お け る変 化をみ

た ・ 蜻敷形滅 後 1− 3 日の 嬬 に は vbw に も cnbi 、
・
に も と もに 有効な物質が存在 し，老 熟幼虫．4 日 目 彊

に は 殆 ノーtど存在 し な い ，
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